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七
寺
一
切
経
書
誌
情
報
一
覧
（
六
）
袞
仮
十
一
函
袞

こ
の
「
七
寺
一
切
経
書
誌
情
報
一
覧
」（
以
下
、「
書
誌
情
報
一
覧
」）
は
、
愛
知
県
名
古

屋
市
中
区
に
あ
る
稲
園
山
長
福
寺
（
以
下
、
七
寺
）
に
蔵
さ
れ
る
一
切
経
の
書
誌
情
報
の

目
録
で
あ
る
。
本
年
度
で
六
回
目
の
報
告
と
な
る
。
過
去
に
行
わ
れ
た
七
寺
一
切
経
の
調

査
報
告
と
し
て
は
、

七
寺
一
切
経
保
存
会
編
『
尾
張
史
料

七
寺
一
切
経
目
録
』(一
九
六
八
、
以
下
『
目
録
』)

牧
田
諦
亮
・
落
合
俊
典
編
『
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
』

（
一
九
九
四
〜
二
〇
〇
〇
、
以
下
『
七
寺
叢
書
』)

が
挙
げ
ら
れ
る
。『
目
録
』
は
七
寺
一
切
経
の
全
貌
を
、『
七
寺
叢
書
』
は
そ
の
中
に
お
け

る
稀
覯
本
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
書
誌
情
報
一
覧
」
は
、『
目
録
』
で
ま
と
め
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
七
寺
一

切
経
の
実
地
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
書
誌
情
報
を
よ
り
詳
細
に
提
示
す
る
。
こ
れ
ま
で

の
報
告
書
で
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
、
七
寺
一
切
経
全
体
の
奥
書
や
形
状
の
詳
細
、
訓
点

の
有
無
な
ど
、
様
々
な
分
野
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
一
助
と
し
て
、
本
目
録
を
作

成
す
る
も
の
で
あ
る
。

七
寺
一
切
経
の
現
状
に
つ
い
て
は
、『
目
録
』
に
詳
述
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
簡
単
に
ま

と
め
て
お
き
た
い
。
七
寺
一
切
経
は
平
安
末
期
、
承
安
五
年
（
一
一
七
五
）
〜
治
承
四
年

（
一
一
八
〇
）
の
五
年
半
の
間
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
奥
書
か
ら
知
ら
れ
、
そ
の
書
写
、
校

合
は
九
十
名
あ
ま
り
の
七
寺
住
僧
、
尾
張
地
方
各
地
の
僧
侶
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の

奥
書
に
は
、
北
宋
勅
版
一
切
経
（
開
宝
蔵
）
の
刊
記
が
転
写
さ
れ
て
い
る
も
の
も
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
祖
本
と
し
て
転
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
尾
張
地

方
で
書
写
で
き
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
清
水
寺
で
法
勝
寺
の
金
字
経
を
書
写
し
た

こ
と
も
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
一
切
経
は
現
在
三
一
合
の
唐
櫃
に
収
納
さ
れ
伝
来
し
て
い
る
。
現
在
七
寺
に

所
蔵
さ
れ
る
の
は
二
六
合
（
第
三
回
ま
で
は
二
七
合
と
し
て
い
た
が
、『
目
録
』
作
成
後
に
名
古

屋
市
立
博
物
館
へ
一
合
寄
託
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
）、
東
京
国
立
博
物
館
、
京
都
国
立
博

物
館
、
奈
良
国
立
博
物
館
、
大
阪
市
市
立
美
術
館
、
名
古
屋
市
立
博
物
館
に
そ
れ
ぞ
れ
一

合
ず
つ
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
唐
櫃
の
内
蓋
に
は
収
納
す
る
経
典
の
目
録
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
は
内
蓋
裏
の
目
録
と
一
致
し
て
い
な

い
。
こ
の
た
め
『
目
録
』
の
調
査
時
に
は
七
寺
所
蔵
の
二
七
合
（
現
二
六
合
）
に
「
仮
番

号
」
を
付
し
て
整
理
が
行
わ
れ
た
。
本
稿
で
も
そ
の
仮
番
号
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

七
寺
一
切
経
は
基
本
的
に
巻
子
装
幀
で
あ
る
が
、
そ
の
三
割
近
く
が
近
世
に
折
本
へ
と

改
装
さ
れ
て
い
る
。『
目
録
』
に
よ
れ
ば
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
補
写
・
補
充
が
、
享

保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
そ
の
修
補
裏
打
ち
・
改
装
が
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明

治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
も
補
修
さ
れ
て
お
り
、
折
本
に
も
複
数
種
類
の
装
幀
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

日
本
古
写
経
研
究
所
が
定
期
的
に
行
な
っ
て
い
る
七
寺
一
切
経
調
査
は
、
二
〇
〇
五
年

よ
り
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
使
用
す
る
画
像
デ
ー
タ
と
と
も
に
経
典
の
調
書
を
採
録
し
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て
い
る
。
本
年
度
（
二
〇
二
三
年
度
）
は
仮
十
一
函
の
内
容
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

凡

例

一
、
本
目
録
は
「
書
誌
情
報
一
覧
」
と
「
法
量
一
覧
」
よ
り
成
る
。「
書
誌
情
報
一
覧
」

で
は
題
名
や
奥
書
と
い
っ
た
情
報
を
記
し
、「
法
量
一
覧
」
で
は
表
紙
や
各
紙
ご
と

の
法
量
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
外
題
、
奥
書
等
の
翻
刻
に
際
し
て
、
文
字
の
欠
損
は
□
で
示
し
、
欠
損
文
字
数
が
不

明
の
場
合
は
□
…
□
で
示
し
た
。
ま
た
、
残
画
等
に
よ
り
推
測
し
た
文
字
は
﹇

﹈

の
中
に
示
し
た
。

一
、
漢
字
の
字
体
は
原
則
と
し
て
通
用
漢
字
に
改
め
て
翻
刻
を
行
っ
た
が
、
人
名
や
則
天

文
字
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
部
分
も
あ
る
。

一
、
割
注
に
つ
い
て
は
｛

｝
で
括
り
、
改
行
箇
所
は
／
で
示
し
た
。

一
、
法
量
の
単
位
は
す
べ
て
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

【貞
元
番
号
】

経
典
の
配
列
順
序
は
牧
田
諦
亮
・
落
合
俊
典
編
『
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
第
六
巻

中
国
・
日
本
経
典
章
疏
目
録
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
八
）
所
収
、
七
寺
蔵
『
貞
元
新
定

釈
経
目
録
』（
以
下
『
貞
元
録
』）
巻
第
二
十
九
・
三
十
に
従
い
、
同
書
に
記
載
さ
れ
る
番

号
を
使
用
す
る
。
こ
れ
を
「
貞
元
番
号
」
と
し
、
最
初
の
四
桁
の
数
字
が
そ
れ
に
該
当
す

る
。
次
の
三
桁
の
数
字
は
巻
数
を
示
す
。
ま
た
最
後
に
「
ａ
」「
ｂ
」
を
付
す
場
合
は
、

そ
れ
が
重
複
す
る
こ
と
を
示
し
、「
-01」「
-02」
を
付
す
場
合
は
、
剝
が
れ
等
の
分
断
や

分
割
に
よ
る
同
一
巻
に
お
け
る
本
末
を
示
す
。

ま
た
七
寺
一
切
経
に
は
『
貞
元
録
』
に
記
載
の
な
い
典
籍
も
少
な
か
ら
ず
収
め
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
『
目
録
』
を
参
照
し
、
七
寺
の
管
理
記
号
と
し
て
「
N
d」、

録
外
記
号
と
し
て
「
x」、
管
理
番
号
と
し
て
三
桁
の
数
字
に
よ
っ
て
整
理
を
行
う

（
N
dx001,N
dx002…
）。

【元
函
番
号
】

こ
れ
は
『
目
録
』
に
て
復
元
さ
れ
た
唐
櫃
内
蓋
に
記
さ
れ
た
函
番
号
に
基
づ
き
、
元
々

ど
の
函
に
入
っ
て
い
た
の
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

【題
名
】

【名
称
】
は
原
則
、『
貞
元
録
』
に
依
っ
て
示
す
。【
外
題
】【
首
題
】【
尾
題
】
は
原
則
、

経
論
疏
の
名
称
の
み
を
提
示
す
る
。

【界
線
】

七
寺
一
切
経
の
界
線
は
原
則
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
が
全
朱
界
、
そ
の
他
が
淡
墨

界
天
地
朱
界
で
あ
る
。

【装
訂
】

元
来
、
七
寺
一
切
経
の
装
訂
は
巻
子
で
あ
っ
た
が
、
折
本
へ
と
改
装
さ
れ
た
も
の
も
多

数
存
在
す
る
。
こ
れ
は
函
ご
と
で
異
な
っ
て
お
り
、
本
函
は
巻
子
装
訂
で
あ
る
。

【表
紙
】

巻
子
に
付
さ
れ
る
表
紙
は
原
表
紙
と
考
え
ら
れ
る
。
外
題
の
二
重
匡
郭
と
花
瓶
模
様
が
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摺
ら
れ
、
現
在
は
濃
い
茶
渋
色
と
な
っ
て
い
る
。
外
題
に
は
金
字
と
銀
字
の
も
の
が
あ
る
。

赤
尾
栄
慶
氏
は
五
部
大
乗
経
典
（『
大
品
般
若
経
』『
大
集
経
』『
六
十
華
厳
』『
涅
槃
経
』、『
法

華
経
』）
は
金
字
で
あ
る
と
す
る
も
の
の
、
現
在
の
調
査
で
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
が

金
字
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
外
題
が
金
字
の
場
合
は
【
備
考
】
に
示
す
こ
と
と
す
る
。

一
方
、
折
本
に
改
装
さ
れ
た
表
紙
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
が
い

つ
の
改
装
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
表
紙
の
色
に
よ
っ
て

区
別
を
す
る
。
現
在
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
黄
色
と
紺
色
の
も
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

【軸
種
】

巻
子
装
幀
の
経
典
に
は
軸
が
残
存
し
て
い
る
も
の
も
多
数
存
在
す
る
。
こ
の
軸
に
は
複

数
の
意
匠
が
あ
り
、
そ
の
意
匠
に
よ
っ
て
大
乗
経
・
大
乗
律
・
大
乗
論
・
小
乗
経
・
小
乗

律
・
小
乗
論
・
賢
聖
集
・
不
入
蔵
の
区
別
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
い

と
く
ら
』
第
三
号
で
赤
尾
栄
慶
氏
が
詳
述
す
る
。
本
目
録
で
は
以
下
の
よ
う
に
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
で
示
す
こ
と
と
す
る
。（
大
乗
律
に
該
当
す
る
軸
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
省
略
す

る
）。Ａ

…
大
乗
経
…
黒
漆
塗
金
箔
合
軸

Ｂ
…
大
乗
論
…
黒
漆
塗
金
箔
頂
合
軸

Ｃ
…
小
乗
経
…
朱
漆
塗
合
軸

Ｄ
…
小
乗
律
…
梅
鉢
文
様
朱
頂
合
軸

Ｅ
…
小
乗
論
・
賢
聖
集
…
黒
漆
塗
朱
頂
合
軸

Ｆ
…
不
入
蔵
…
黒
漆
塗
朱
蓮
弁
散
文
様
合
軸

な
お
、
第
三
回
の
凡
例
ま
で
は
、「
Ｅ
…
小
乗
論
…
黒
漆
塗
朱
頂
合
軸
、
Ｆ
…
賢
聖
集

…
」
と
し
て
い
た
が
、
編
集
者
に
よ
る
誤
り
で
あ
り
、
今
回
の
内
容
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
。

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

【裏
打
】

巻
子
装
幀
で
は
裏
打
が
施
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
が
、
折
本
装
幀
の
も
の
は
大
半

が
施
さ
れ
て
い
る
。

【行
数
・
字
数
】

行
数
・
字
数
は
原
則
、
第
二
紙
目
の
行
数
と
第
二
紙
第
二
行
目
の
字
数
を
数
え
る
。
但

し
、
極
端
に
短
い
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

【印
記
】

七
寺
一
切
経
に
は
「
六
行
印
記
」「
印
仏
」「
宝
珠
印
」「
寺
印
」「
一
行
印
」
の
墨
書
印

が
捺
さ
れ
て
い
る
。「
六
行
印
記
」（
略
称
「
六
行
」）
は

奉
預

勧
請
守
護
権
現

伊
勢
内
外
梵
尊
土
所
牟
山

白
山
妙
理
熊
野
三
所
山
王
三
聖

鎮
守
三
所
多
度
津
嶋
南
宮
千
代

大
行
事

熱
田
大
明
神

八
釼
大
明
神

と
し
て
大
半
が
尾
題
以
降
に
捺
さ
れ
る
。「
印
仏
」
の
多
く
は
巻
頭
の
首
題
部
分
に
捺
さ

れ
る
。「
宝
珠
印
（
略
称
「
宝
珠
」）」
は
「
上
安
土
民
」
と
刻
さ
れ
た
宝
珠
を
象
っ
た
印
記
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で
あ
り
、
紙
背
の
紙
継
部
分
に
捺
さ
れ
る
。「
寺
印
」
は
七
寺
の
「
稲
園
山
長
福
寺
」
の

墨
印
で
あ
る
。
そ
の
他
「
一
行
印
」
が
存
在
す
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
備
考

に
て
提
示
す
る
。

【存
欠
】

本
文
が
全
て
存
在
す
る
も
の
は
○
と
す
る
。
欠
損
が
見
ら
れ
る
も
の
は
、
欠
損
箇
所
に

よ
っ
て
、
首
欠
、
尾
欠
、
中
欠
と
示
し
た
。
ま
た
本
文
の
大
部
分
が
存
在
し
な
い
場
合
は

断
簡
と
示
し
た
。

【状
態
】

こ
れ
は
全
体
の
状
態
を
以
下
の
四
つ
に
分
け
る
。

良
好
…
本
文
に
ほ
と
ん
ど
欠
損
が
な
い
も
の

小
破
…
本
文
の
一
部
（
全
体
の
二
割
以
下
）
に
欠
損
が
見
ら
れ
る
も
の

大
破
…
本
文
の
大
部
（
全
体
の
二
割
以
上
）
に
欠
損
が
見
ら
れ
る
も
の

開
封
不
能
…
経
巻
を
ひ
ら
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

そ
し
て
そ
の
後
に
破
損
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
虫
損
（
略
称
「
虫
」）、
水
濡
れ
（
略
称

「
水
」）、
黴
等
を
﹇

﹈
で
括
り
提
示
す
る
。
ま
た
、
紙
継
の
剝
が
れ
に
つ
い
て
も
こ
こ

で
「
剝
」
と
し
て
提
示
す
る
。

例

小
破
﹇
剝
、
虫
、
水
﹈

【奥
書
】

奥
書
に
お
け
る
改
行
は
／
で
区
切
る
。
校
合
等
に
よ
る
別
筆
の
奥
書
が
確
認
で
き
る
際

は
、
二
人
目
以
降
を
「

」（
二
）、「

」（
三
）
と
括
っ
て
示
し
た
。
た
だ
し
、
奥
書
の

記
載
順
序
に
つ
い
て
は
原
本
の
通
り
と
す
る
。

【備
考
】

そ
の
ほ
か
、
付
記
す
る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
こ
こ
で
提
示
す
る
。

【法
量
】

第
一
紙
は
裁
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
こ
こ
で
は
第
二
紙
に
お
け
る
そ
れ
ぞ

れ
の
法
量
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
各
紙
法
量
に
つ
い
て
は
三
十
紙
を
超
え
る
場
合
は
次
行

へ
折
り
返
し
て
提
示
し
た
。
全
長
は
各
紙
法
量
の
和
で
あ
る
。
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